
11

エネルギーシステム分野にエネルギーシステム分野に
おける立場からおける立場から

省ＣＯ省ＣＯ22推進モデル事業評価委員推進モデル事業評価委員

東京工業大学大学院教授東京工業大学大学院教授

柏木柏木 孝夫孝夫

省ＣＯ2推進モデル事業の概評と今後の動向

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

22

今回の応募について今回の応募について

当分野の評価対象案件は当分野の評価対象案件は1212件。件。

大規模開発からＥＳＣＯ事業等まで様々な応募があり、大規模開発からＥＳＣＯ事業等まで様々な応募があり、
提案のレベルは総じて高く、注目に値する提案も見ら提案のレベルは総じて高く、注目に値する提案も見ら
れた。れた。

今回の応募でも、地方公共団体との連携を模索する今回の応募でも、地方公共団体との連携を模索する
提案が複数あった。提案が複数あった。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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今回の選定について今回の選定について

次のとおり、次のとおり、66件を選定した。件を選定した。
・新たな大規模開発・新たな大規模開発22件件
・大学キャンパスの改修（一部新築を含む）・大学キャンパスの改修（一部新築を含む）22件件
・病院の改修・病院の改修11件、小規模施設群のマネジメント件、小規模施設群のマネジメント11件件

まちづくりの中で先導的な省まちづくりの中で先導的な省COCO22技術を展開する大技術を展開する大

規模開発、多様な技術を研究や学習の素材とする大規模開発、多様な技術を研究や学習の素材とする大
学、小規模ながらエネルギー多消費型の施設を束ね学、小規模ながらエネルギー多消費型の施設を束ね
て省ＣＯて省ＣＯ22マネジメントを展開するビジネスモデル、再マネジメントを展開するビジネスモデル、再
生ファンドが省エネ改修に取り組み、国内クレジット制生ファンドが省エネ改修に取り組み、国内クレジット制
度を活用する病院などを高く評価。度を活用する病院などを高く評価。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

44

採択案件の概評①採択案件の概評①

 エネルギーの面的利用は実施せず、建物ごとに自然換気や自然採光等のエネルギーの面的利用は実施せず、建物ごとに自然換気や自然採光等の
パッシブ技術、高効率熱源や高効率照明等のアクティブ技術を導入するとパッシブ技術、高効率熱源や高効率照明等のアクティブ技術を導入すると
ともに、ともに、TMOTMO（タウンマネジメントオーガニゼーション）と称するしくみにより、（タウンマネジメントオーガニゼーション）と称するしくみにより、
まち全体を対象とした省まち全体を対象とした省COCO22のマネジメントを展開している点が評価できる。のマネジメントを展開している点が評価できる。

 TMOTMOはエネルギーだけでなく、水と緑の公共空間マネジメント、交通マネジはエネルギーだけでなく、水と緑の公共空間マネジメント、交通マネジ
メント、エコ発信マネジメントを実施し、民と官と大学等が連携して省メント、エコ発信マネジメントを実施し、民と官と大学等が連携して省COCO22のの
取り組みを発信しようとするしくみである点も他エリアへの波及につながり取り組みを発信しようとするしくみである点も他エリアへの波及につながり
評価できる。評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

大阪駅北地区先行開発区域プロジェクト
省ＣＯ2推進事業

代表提案者：大阪駅北地区先行開発区域プロジェクト 事業コンソーシアム

＜概評＞
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採択案件の概評②採択案件の概評②

 最高水準の環境技術を組み込んだ建築計画と国内最高クラスの面的エネ最高水準の環境技術を組み込んだ建築計画と国内最高クラスの面的エネ
ルギー利用等によって地域全体の省ルギー利用等によって地域全体の省COCO22推進を目指している。推進を目指している。

 建築物に関しては、自然換気・昼光利用等のパッシブ設計、カーテンウォー建築物に関しては、自然換気・昼光利用等のパッシブ設計、カーテンウォー
ルを融合させた新ペリメータシステム、高効率照明、太陽光発電等を、地域ルを融合させた新ペリメータシステム、高効率照明、太陽光発電等を、地域
冷暖房に関しては下水再生水の面的利用、太陽熱利用、高効率熱源機器冷暖房に関しては下水再生水の面的利用、太陽熱利用、高効率熱源機器
など、様々な省など、様々な省COCO22技術をふんだんに導入しており、シンボル性、アピール技術をふんだんに導入しており、シンボル性、アピール
性は高い。性は高い。

 また、環境情報の発信拠点を整備し、エリア全体の省また、環境情報の発信拠点を整備し、エリア全体の省COCO22発信、バックヤー発信、バックヤー
ドツアー企画などを行うだけでなく、ドツアー企画などを行うだけでなく、COCO22フリーのエコカー共同利用やコミッフリーのエコカー共同利用やコミッ
ショニング委員会などを提案しており、省ショニング委員会などを提案しており、省COCO22型まちづくりの波及につなが型まちづくりの波及につなが
る点で評価できる。る点で評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

「ささしまライブ２４」エリア省ＣＯ2プロジェクト

代表提案者：名古屋都市エネルギー株式会社

＜概評＞

66

採択案件の概評③採択案件の概評③

 建替えの新教室棟に多様なパッシブ技術、アクティブ技術を導入するととも建替えの新教室棟に多様なパッシブ技術、アクティブ技術を導入するととも
に、既存棟には高効率器具、省エネ制御等の省エネ技術を多数導入し、に、既存棟には高効率器具、省エネ制御等の省エネ技術を多数導入し、
キャンパス全体では太陽光発電等自然エネルギーを活用したマイクログキャンパス全体では太陽光発電等自然エネルギーを活用したマイクログ
リッドを形成させるなど、省ＣＯリッドを形成させるなど、省ＣＯ22型キャンパスへの再構築プロジェクトとして型キャンパスへの再構築プロジェクトとして
波及が期待できる。波及が期待できる。

 エネルギーデータのモニタリングで見える化をはかるとともに、キャンパスエネルギーデータのモニタリングで見える化をはかるとともに、キャンパス
内の省エネ行動計画作成や環境教育・研究など全学省エネ活動、シンポジ内の省エネ行動計画作成や環境教育・研究など全学省エネ活動、シンポジ
ウムや国際フォーラムを行うなど、大学ならではの試みも評価できる。ウムや国際フォーラムを行うなど、大学ならではの試みも評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

獨協大学における省ＣＯ2エコキャンパス・プロジェクト

代表提案者：学校法人獨協学園

＜概評＞



77

採択案件の概評④採択案件の概評④

 病院建物の既設エネルギー機器を高効率機器に改修するもので、コージェ病院建物の既設エネルギー機器を高効率機器に改修するもので、コージェ
ネレーション＋吸収式冷凍機を高効率ヒートポンプに変更するとともに、Ｌネレーション＋吸収式冷凍機を高効率ヒートポンプに変更するとともに、Ｌ
owow--eeガラスの設置、高効率照明器具への変更、ＢＥＭＳ導入によってＣＯガラスの設置、高効率照明器具への変更、ＢＥＭＳ導入によってＣＯ22
排出量の半減を目指すもので、老朽化した設備を持つ類似の病院への波排出量の半減を目指すもので、老朽化した設備を持つ類似の病院への波
及に期待できる。及に期待できる。

 この病院では、病院ファンドを活用した経営改善を進めており、同ファンドをこの病院では、病院ファンドを活用した経営改善を進めており、同ファンドを
活用したＥＳＣＯ事業の展開や削減されたＣＯ活用したＥＳＣＯ事業の展開や削減されたＣＯ22を電力会社が購入する国内を電力会社が購入する国内
クレジット制度を活用するなど、省ＣＯクレジット制度を活用するなど、省ＣＯ22推進の事業スキームに関するモデ推進の事業スキームに関するモデ
ル性も高い。ル性も高い。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

医療法人寿楽会 大野記念病院における
省ＣＯ2改修ＥＳＣＯ事業

代表提案者：株式会社関電エネルギーソリューション

＜概評＞

88

採択案件の概評⑤採択案件の概評⑤

 コージェネレーションシステムを導入した中央熱供給方式によるキャンパスコージェネレーションシステムを導入した中央熱供給方式によるキャンパス
で、旧式化された熱源機器の改修、既存ＢＥＭＳの機能増強などをＥＳＣＯで、旧式化された熱源機器の改修、既存ＢＥＭＳの機能増強などをＥＳＣＯ
事業として実施しようとするもので、二次側建物にある吸収式冷凍機の高事業として実施しようとするもので、二次側建物にある吸収式冷凍機の高
効率チラーへの交換やＥＳＣＯ事業者による既存設備最適運転管理等、実効率チラーへの交換やＥＳＣＯ事業者による既存設備最適運転管理等、実
効性の高い省ＣＯ効性の高い省ＣＯ22改修を行っており、同様の熱供給方式を採用してきた他改修を行っており、同様の熱供給方式を採用してきた他
キャンパスへの波及に期待できる。キャンパスへの波及に期待できる。

 従来は設備改修にとどまることが多いＥＳＣＯ事業において、パッシブリズミ従来は設備改修にとどまることが多いＥＳＣＯ事業において、パッシブリズミ
ング空調や建屋の一部改修による自然換気システムの導入等、建物側のング空調や建屋の一部改修による自然換気システムの導入等、建物側の
省ＣＯ省ＣＯ22改修に踏み込んでいる点も評価できる。改修に踏み込んでいる点も評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

名古屋大学医学部附属病院病棟等ＥＳＣＯ事業

代表提案者：三菱UFJリース株式会社

＜概評＞
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採択案件の概評⑥採択案件の概評⑥

 多数の小規模施設に省多数の小規模施設に省CO CO 22機器を貸与し、併せてエネルギーマネジメント機器を貸与し、併せてエネルギーマネジメント
システムを導入したサービス事業を提案しており、省ＣＯシステムを導入したサービス事業を提案しており、省ＣＯ22推進に向けた新推進に向けた新
たなビジネスモデルとして注目される。たなビジネスモデルとして注目される。

 商品はいずれも現時点では高額であり、顧客が望む先行投資負担を抑え商品はいずれも現時点では高額であり、顧客が望む先行投資負担を抑え
るサービスであることから、コンビニはもちろんその他の建築物への波及にるサービスであることから、コンビニはもちろんその他の建築物への波及に
対する期待は大きい。また、これらの設備を多数の店舗に導入することで対する期待は大きい。また、これらの設備を多数の店舗に導入することで
災害時の電源を確保できる点も評価できる。災害時の電源を確保できる点も評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

コンビニエンスストア向け次世代型省ＣＯ2モデル事業

代表提案者：大和ハウス工業株式会社

＜概評＞

1010

今後の期待今後の期待

 これまで３回に渡る採択案件には見られないような新これまで３回に渡る採択案件には見られないような新
しい切り口からの先導性、モデル性を有するハード面、しい切り口からの先導性、モデル性を有するハード面、
ソフト面での対策ソフト面での対策

当該プロジェクトの特徴や地域性に配慮した上で、新当該プロジェクトの特徴や地域性に配慮した上で、新
エネルギーの大規模な取り組みやその普及につながエネルギーの大規模な取り組みやその普及につなが
るしくみを提案するものるしくみを提案するもの

 ＣＯＣＯ２２の削減を目指す環境ビジネスモデルにつながるの削減を目指す環境ビジネスモデルにつながる
提案とその普及に向けた取り組みを実行するもの提案とその普及に向けた取り組みを実行するもの

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



11

省エネ建築・設備分野に省エネ建築・設備分野に
おける立場からおける立場から

省ＣＯ省ＣＯ22推進モデル事業評価委員推進モデル事業評価委員

東京大学大学院教授東京大学大学院教授

坂本坂本 雄三雄三

省ＣＯ2推進モデル事業の概評と今後の動向

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

22

今回の応募今回の応募の特徴の特徴

応募案件（応募案件（当分野当分野））はは１４１４件件

大規模新築大規模新築（（1010万㎡超）～改修（約万㎡超）～改修（約11万㎡万㎡））までまで

用途もバラエティに富む用途もバラエティに富む
オフィスビルオフィスビル（自社ビル、テナントビル（自社ビル、テナントビル）、）、シティシティ
ホール、研究所、集合ホール、研究所、集合住宅住宅、、地方地方自治体自治体

提案レベルは、全般的に高い提案レベルは、全般的に高い

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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今回の今回の選定選定結果結果

１４件の中から、９１４件の中から、９件件をを選定選定
・新築・新築 大規模ビル３件、中規模ビル２件、大規模ビル３件、中規模ビル２件、

集合住宅２件集合住宅２件
・改修・改修 中規模ビル２件中規模ビル２件

今回の選定のキーワード今回の選定のキーワード
建物建物と設備と設備のの融合融合
利用者利用者・居住者に対する・居住者に対する情報発信情報発信と取り込みと取り込み
地域性地域性の活用の活用

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

44

採択案件の概評①採択案件の概評①

 ゼネコンの自社ビル

 先端の技術先端の技術を導入し、ＣＯを導入し、ＣＯ22をを５０％削減５０％削減

構造構造PCPCユニットユニットの活用：の活用：日射遮蔽日射遮蔽、、太陽光太陽光パネルパネル取り付け枠取り付け枠

薄膜型と多結晶型薄膜型と多結晶型、、２種の太陽光発電２種の太陽光発電

自然光利用自然光利用のの新照明システム新照明システム

デシカントデシカント放射空調放射空調システムシステム

省エネ省エネ運転運転ナビナビ

 建築と設備の融合・一体化建築と設備の融合・一体化はは評価できる。評価できる。新規性新規性ももあるある。。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

京橋二丁目 １６地区計画

代表提案者：清水建設株式会社

＜概評＞
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採択案件の概評②採択案件の概評②

 大規模テナントビル大規模テナントビル

 エアロウインドーエアロウインドー、、太陽追尾型ブラインド太陽追尾型ブラインド

太陽光発電太陽光発電、コアボイド、コアボイド

各種各種高効率高効率機器機器

BEMSBEMS

 地域地域冷暖房地区冷暖房地区なので、なので、熱源熱源に係る提案に係る提案ができないがができないが、、現実現実

的でバランスの取れた省的でバランスの取れた省COCO22技術技術がが導導されているされている。。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

(仮称)丸の内1－4計画

代表提案者：三菱地所株式会社

＜概評＞

66

採択案件の概評③採択案件の概評③

 地域銀行地域銀行のの本店本店ビル（ビル（中規模なオフィスビル中規模なオフィスビル））の建替えの建替え

 ダブルスキンダブルスキン、、ナイトパージナイトパージ

太陽光発電太陽光発電、、LEDLED等等のの高高効率効率照明照明

BEMSBEMS

 環境コミュニケーションサイクル環境コミュニケーションサイクル

来客者に対する来客者に対する省省COCO22技術技術の紹介・の紹介・情報発信情報発信

エコファンド等金融商品エコファンド等金融商品のの提供提供

 導入技術導入技術はともかくはともかく、地銀としての、地銀としての活動（上記の）活動（上記の）がが面白い面白い。。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

八千代銀行本店建替え工事

代表提案者：株式会社八千代銀行

＜概評＞
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採択案件の概評④採択案件の概評④

 市民市民協働型協働型の地方のの地方のシティホールシティホール（複合施設）（複合施設）

 ナカドマナカドマとそのとそのパッシブコントロールパッシブコントロール（日射、風、太陽光発電（日射、風、太陽光発電））

天然ガス天然ガス（地産）による（地産）によるコージェネレーションシステムコージェネレーションシステム

 ナカドマナカドマ空間を活用した省空間を活用した省COCO22の情報の情報発信発信

参加型参加型環境環境教育教育

 地域性地域性に富んだに富んだ自治体主導型省自治体主導型省COCO22モデルモデル事業事業ととして評価でして評価で

きる。きる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

「厚生会館地区整備プロジェクト｣省ＣＯ2 推進事業

代表提案者：長岡市

＜概評＞

88

採択案件の概評⑤採択案件の概評⑤

 創創薬研究所薬研究所（（エネルギーエネルギー多多消費消費））

 分棟化分棟化によるによるパッシブ設計パッシブ設計

省エネ換気システム省エネ換気システム（（ドラフトチャンバードラフトチャンバー対策）対策）

省エネ照明、太陽光発電、省エネ照明、太陽光発電、BEMSBEMS

 2424時間時間従事する研究者への見える化に従事する研究者への見える化によよるる省エネ省エネ意識の意識の啓発啓発

 エネルギー多消費型の創薬研究所に対するエネルギー多消費型の創薬研究所に対する総合的な省エネ提総合的な省エネ提

案案としてとして評価評価できる。できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

武田薬品工業㈱新研究所建設計画

代表提案者：武田薬品工業株式会社

＜概評＞
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採択案件の概評⑥採択案件の概評⑥

 駅前の分譲高層マンション駅前の分譲高層マンション

 共用部共用部ででのの、、ガスコージェネレーションガスコージェネレーション、、LEDLED照明照明、太陽光発電、太陽光発電

 グリーンポイントシステムグリーンポイントシステム（（居住者の環境行動促進居住者の環境行動促進））

環境対策・活動の環境対策・活動の見える化見える化

環境イベント環境イベント・・情報情報発信等発信等

 ハードなハードな技術技術的対策というより的対策というよりは、は、マンション居住者を対象にしたマンション居住者を対象にした

ソフト面ソフト面の取り組み（の取り組み（自治体自治体や不動産会社や不動産会社と連携と連携））が面白い。が面白い。類類

似似マンションへの波及が期待できる。マンションへの波及が期待できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

（仮称）ジオタワー高槻 省ＣＯ2推進事業

代表提案者：阪急不動産株式会社

＜概評＞

1010

採択案件の概評⑦採択案件の概評⑦

 環境モデル都市における分譲高層マンション環境モデル都市における分譲高層マンション

 外断熱、複層ガラス、通風外断熱、複層ガラス、通風、日射遮蔽、日射遮蔽等等

太陽光発電、高太陽光発電、高効率効率給湯器給湯器

共用部共用部でのでのLEDLED照明照明等等

 居住者に対するソフト面の対策居住者に対するソフト面の対策

エコライフマニュアルエコライフマニュアルの作成と全世帯へのの作成と全世帯への配布配布

HEMSHEMSによる省による省COCO22の見えるの見える化、カーシェアリング等化、カーシェアリング等

 総花的な感があるが、総花的な感があるが、ハード・ソフト共に意欲的に取り組んでハード・ソフト共に意欲的に取り組んでいい

る。る。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

北九州市 環境モデル都市先導プロジェクト
八幡高見マンション共同分譲事業

代表提案者：八幡高見(Ｍ街区)共同分譲事業共同企業体

＜概評＞
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採択案件の概評⑧採択案件の概評⑧

 大手不動産会社による大手不動産会社による全テナントビル全テナントビルの省エネ改修プロジェクトの省エネ改修プロジェクト

におけるモデルケースにおけるモデルケース

 エネルギーエネルギー診断診断の実施の実施

空調空調システムシステムの改修（の改修（顕熱・潜熱分離型空調機顕熱・潜熱分離型空調機、中温冷温水、中温冷温水HPHP、、

搬送系の省エネ化、最適外気導入など）搬送系の省エネ化、最適外気導入など）

照明照明システム等システム等の改修の改修

太陽光太陽光発電や日射遮蔽フィルム等発電や日射遮蔽フィルム等の付加の付加

BEMSBEMSととWEBWEBを活用したテナントへの情報を活用したテナントへの情報発信発信

省省COCO22推進会議、推進会議、コミッショニングによるチューニングコミッショニングによるチューニング

 オフィスビルオフィスビルの省の省COCO22改修改修として有効で適切な事業であり、として有効で適切な事業であり、波及波及

性と普及性性と普及性の面でも期待できる。の面でも期待できる。本推進事業の正鵠本推進事業の正鵠を射ている。を射ている。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

名古屋三井ビルディング本館における
省ＣＯ2改修プロジェクト

代表提案者：三井不動産株式会社
＜概評＞
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採択案件の概評⑨採択案件の概評⑨

 地方都市のホテルの省地方都市のホテルの省COCO22改修改修

 開口部開口部の断熱の断熱改修改修

地下水地下水を活用を活用した夏期屋根散水や空調システムへのした夏期屋根散水や空調システムへの利用利用

天然ガス（地産）天然ガス（地産）をを活用した活用した熱源改修・燃料電池の導入熱源改修・燃料電池の導入

ペレット暖炉ペレット暖炉（地場産間伐材）（地場産間伐材）

 コンベンション協会による省コンベンション協会による省COCO22改修の改修の波及・情報発信波及・情報発信

 地域の特徴を生かしたプロジェクトであり、地方都市での省地域の特徴を生かしたプロジェクトであり、地方都市での省

CO2CO2改修事業として、波及効果を期待できる。改修事業として、波及効果を期待できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

長岡グランドホテルにおける
地産地消型省ＣＯ2改修プロジェクト

代表提案者：長岡都市ホテル資産保有株式会社

＜概評＞
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今後の期待今後の期待

地方地方ににおける、おける、地域性を地域性を活用した活用した省ＣＯ省ＣＯ２２へのへの取り組取り組
みみ

中小中小建物建物におけるにおける汎用性汎用性・・波及性波及性の大きな省ＣＯの大きな省ＣＯ２２技技
術術

建築躯体建築躯体・外皮・外皮のの省エネ対策を折り込んだ改修の提省エネ対策を折り込んだ改修の提
案案ややビジネスモデルビジネスモデルに関するに関するものもの（設備改修よりは（設備改修よりは
ハードルが高い）ハードルが高い）。。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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生産・住宅計画分野に生産・住宅計画分野に
おける立場からおける立場から

省ＣＯ省ＣＯ22推進モデル事業評価委員推進モデル事業評価委員

東京大学大学院准教授東京大学大学院准教授

清家清家 剛剛

省ＣＯ2推進モデル事業の概評と今後の動向

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

22

今回の応募について今回の応募について
＜全般部門＞＜全般部門＞

当分野の評価対象案件は当分野の評価対象案件は2121件。件。

戸建住宅を中心に、新築の提案が大半だったが、既戸建住宅を中心に、新築の提案が大半だったが、既
存住宅の改修の提案も見られた。存住宅の改修の提案も見られた。

提案内容が提案内容が従来の技術の踏襲に従来の技術の踏襲にとどとどまる提案が多くまる提案が多く
を占めを占めた。た。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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今回の選定について今回の選定について
＜全般部門＞＜全般部門＞

 これまでの提案と類似した応募も多く、一部に先駆的な試これまでの提案と類似した応募も多く、一部に先駆的な試
みが見られたが、住宅では普及性・波及性が極めて重要みが見られたが、住宅では普及性・波及性が極めて重要
であり、その点であと一歩及ばない提案が目立った。であり、その点であと一歩及ばない提案が目立った。

 当分野では、既存の集合住宅へ今後期待される省ＣＯ当分野では、既存の集合住宅へ今後期待される省ＣＯ２２技技
術の導入を提案する術の導入を提案する11件について、「技術の検証」として選件について、「技術の検証」として選

定した。定した。

 省エネ建築・設備分野で選定された２件の集合住宅は、省エネ建築・設備分野で選定された２件の集合住宅は、
パッシブ・アクティブ技術の導入に加え、居住者や近隣地パッシブ・アクティブ技術の導入に加え、居住者や近隣地
域への働きかけを行う取り組みである点が評価できる。域への働きかけを行う取り組みである点が評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

44

採択案件（全般部門）の概評①採択案件（全般部門）の概評①

 太陽熱利用システム、見える化、省エネアドバイスの３つを取り上げ、複数太陽熱利用システム、見える化、省エネアドバイスの３つを取り上げ、複数
の取り組みケースを設定して省エネ効果や費用対効果を検証するものであの取り組みケースを設定して省エネ効果や費用対効果を検証するものであ
るが、建物躯体の省エネ対策は無く、適用メニューも限定されているため、るが、建物躯体の省エネ対策は無く、適用メニューも限定されているため、
プロジェクト自身に先導性は認めにくい。プロジェクト自身に先導性は認めにくい。

 ただし、太陽熱利用システムに関しては現在、実験・実証段階であるため、ただし、太陽熱利用システムに関しては現在、実験・実証段階であるため、
本提案にあるように現実の住宅に設置してデータ計測等を行なう意義は大本提案にあるように現実の住宅に設置してデータ計測等を行なう意義は大
きいと判断し、「技術の検証」として採択した。なお、本システムの特徴に留きいと判断し、「技術の検証」として採択した。なお、本システムの特徴に留
意し、検証の対象を集合住宅に限定した。意し、検証の対象を集合住宅に限定した。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

既存住宅における太陽熱利用機器の導入と
省エネルギー診断による省CO2推進モデル事業

代表提案者：ソーラー/見える化/省エネアドバイス研究会
(代表：東京ガス株式会社)

＜概評＞
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採択案件（全般部門）の概評②採択案件（全般部門）の概評②

 ハード面では共用部へのガスコージェネレーションやハード面では共用部へのガスコージェネレーションやLEDLED照明、エコステー照明、エコステー
ションへの太陽光発電等を提案し、ソフト面では居住者の環境行動促進のションへの太陽光発電等を提案し、ソフト面では居住者の環境行動促進の
ためのグリーンポイントシステムやエコステーションを活用した見える化、まためのグリーンポイントシステムやエコステーションを活用した見える化、ま
ちづくり協議会との連携による環境イベントや情報発信等を提案している。ちづくり協議会との連携による環境イベントや情報発信等を提案している。

 建築的な省建築的な省COCO22技術には乏しいが、共用部への本格的なコージェネレー技術には乏しいが、共用部への本格的なコージェネレー
ションや自治体と連携したソフト面での取り組みは類似マンションへの波及ションや自治体と連携したソフト面での取り組みは類似マンションへの波及
が期待できる。が期待できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

（仮称）ジオタワー高槻 省ＣＯ2推進事業

代表提案者：阪急不動産株式会社

＜概評＞

66

採択案件（全般部門）の概評③採択案件（全般部門）の概評③

 高層集合住宅にハード、ソフト両面から多様な省高層集合住宅にハード、ソフト両面から多様な省COCO22技術を導入し、北九技術を導入し、北九
州市における環境モデル都市のリーディングプロジェクトとして位置づけて州市における環境モデル都市のリーディングプロジェクトとして位置づけて
いる。いる。

 外断熱やペアガラスの採用の他、通風、日射遮蔽等のパッシブ的取り組み、外断熱やペアガラスの採用の他、通風、日射遮蔽等のパッシブ的取り組み、
太陽光発電や高効率給湯器、共用部での太陽光発電や高効率給湯器、共用部でのLEDLED照明等のアクティブな取り組照明等のアクティブな取り組
みなどを行っている。総花的ではあるが実効性は高く、他の集合住宅に対みなどを行っている。総花的ではあるが実効性は高く、他の集合住宅に対
する波及性は高い。する波及性は高い。

 更に、エコライフマニュアルの作成と全世帯への配布、更に、エコライフマニュアルの作成と全世帯への配布、HEMSHEMSによる省による省COCO22
の見える化、カーシェアリング等、居住者のエコライフを誘導する多様な取の見える化、カーシェアリング等、居住者のエコライフを誘導する多様な取
り組みを行っている点が評価できる。り組みを行っている点が評価できる。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

北九州市 環境モデル都市先導プロジェクト
八幡高見マンション共同分譲事業

代表提案者：八幡高見(Ｍ街区)共同分譲事業共同企業体

＜概評＞
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（参考）戸建特定部門の選定について（参考）戸建特定部門の選定について

平成平成2121年度（第１回）の募集から新たに創設年度（第１回）の募集から新たに創設

 「戸建工務店対応部門」「戸建工務店対応部門」
・省・省COCO22への取り組み内容のモデル性・波及性や事への取り組み内容のモデル性・波及性や事

業者の体制づくりが審査のポイント業者の体制づくりが審査のポイント
・単独の事業者、または・単独の事業者、または複数の事業複数の事業者が者がグループをグループを
構成し、既往の技術の単なる寄せ集めに構成し、既往の技術の単なる寄せ集めにとどとどまらず、まらず、
規格化した住宅の提供を通して技術や取り組みの規格化した住宅の提供を通して技術や取り組みの
普及体制を確立したものを評価普及体制を確立したものを評価し、５件を選定し、５件を選定。。

 「建売戸建住宅の住宅事業建築主対応部門」「建売戸建住宅の住宅事業建築主対応部門」
・８件を選定。・８件を選定。

2009年6月17日
第3回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

88

（参考）「戸建工務店対応部門」採択案件の概要（参考）「戸建工務店対応部門」採択案件の概要

 省エネ住宅省エネ住宅 ＱＱ11スタンダード＋エコスタンダード＋エコ （株式会社（株式会社 大共ホーム）大共ホーム）
・Ｑ値・Ｑ値1.01.0以下の断熱性能を基本に、各種省エネ設備を導入する住宅を供給以下の断熱性能を基本に、各種省エネ設備を導入する住宅を供給

 自然エネルギーを利用した「地産地消の家」プロジェクト自然エネルギーを利用した「地産地消の家」プロジェクト
（ＧＥＯパワーシステム会）（ＧＥＯパワーシステム会）
・全国の工務店・建設会社で構成するグループで、地中熱・太陽熱等を利用・全国の工務店・建設会社で構成するグループで、地中熱・太陽熱等を利用
し基礎空調を行う換気システム等を備えた住宅を供給し基礎空調を行う換気システム等を備えた住宅を供給

 建物一体型空気集熱式パッシブソーラー（建物一体型空気集熱式パッシブソーラー（暖房暖房）・高断熱住宅の普及）・高断熱住宅の普及
建物一体型空気集熱式パッシブソーラー（建物一体型空気集熱式パッシブソーラー（暖房・給湯暖房・給湯）・断熱強化住宅の普及）・断熱強化住宅の普及
（ＯＭソーラー株式会社）（ＯＭソーラー株式会社）
・全国のボランタリーチェーンの会員工務店で構成するグループで、空気集・全国のボランタリーチェーンの会員工務店で構成するグループで、空気集
熱式パッシブソーラーシステム等を備えた住宅を供給熱式パッシブソーラーシステム等を備えた住宅を供給

 省ＣＯ２ハウス推進コンソーシアム「チームエコウィン省ＣＯ２ハウス推進コンソーシアム「チームエコウィン｣｣（有限会社（有限会社 ロクス）ロクス）
・住宅の設計施工会社で構成するコンソーシアムを通じて、輻射式冷暖房装・住宅の設計施工会社で構成するコンソーシアムを通じて、輻射式冷暖房装
置等を備えた住宅を供給置等を備えた住宅を供給

 ハイブリッドソーラーハウス普及拡大計画（チリウヒーター株式会社）ハイブリッドソーラーハウス普及拡大計画（チリウヒーター株式会社）
・全国の工務店等で組織する協会を通じ、太陽熱給湯や太陽熱床暖房等を・全国の工務店等で組織する協会を通じ、太陽熱給湯や太陽熱床暖房等を
備えた住宅を供給備えた住宅を供給
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今後の期待今後の期待

 これまでの応募にはない新たな切り口で、戸建住宅これまでの応募にはない新たな切り口で、戸建住宅
の省の省COCO22技術を波及させるようなハード・ソフトを提案技術を波及させるようなハード・ソフトを提案

するもの。するもの。

 コスト、工期、省エネ効果などから見て、実行性が高くコスト、工期、省エネ効果などから見て、実行性が高く
幅広い普及が期待できるような戸建住宅の省幅広い普及が期待できるような戸建住宅の省COCO22改改

修提案。修提案。

今後、中小工務店等の取り組みも積極的に評価する今後、中小工務店等の取り組みも積極的に評価する
ことが必要。次回の募集では、多様な取り組みを誘発ことが必要。次回の募集では、多様な取り組みを誘発
する観点から事業者の規模等に配慮することとし、今する観点から事業者の規模等に配慮することとし、今
回、戸建特定部門とした戸建工務店対応部門を、全回、戸建特定部門とした戸建工務店対応部門を、全
般部門として明確に位置づける方向。般部門として明確に位置づける方向。
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